






















































発言会 意見趣旨 対応状況 対応章

R6第4回
幼児から大学生までの取組について一括り
に記載しているが、世代別にどのような取
組をしたかもう少し詳細に記載。

第4章Ⅲの3を加筆。 4章

R6第4回

副読本の作成はもともと小学生対象であ
り、それを活用することで教育現場の反応
はどうだったか。また、サポートスタッフ
として参加した大学生の取組についても丁
寧に記載を。

第4章Ⅲの3を加筆。 4章

R6第2回
教育の現場も大きく変動があった。
「次世代に向けた取組」を柱の一つに据え
てきたので、骨格に明記を。

森林・林業教育の取組について、第4章Ⅲの3に追記し、第7章の柱Ⅲ
(1)に教育を明記。

4章、7章

R6第3回
外国人の起用や外国企業の活用など具体的
に示してはどうか。

第6章1に現状を追記。 6章

R6第4回
県の森林・林業全体が見えることは大事。
長計、ビジョンを資料編にでも入れた方が
良い。

第6章1でビジョンを要約したものを記載。資料編にURL記載予定。 6章

R6第4回
担い手対策についてもう少し記載してほし
い。

第6章1に担い手の現状を追記。 6章

R6第4回
スギ花粉について、もっと現状を説明して
は。

第6章1に加筆。 6章

R6第2回
国の森林環境税が始まったのに、県の森林
環境税がいるのかよくわからない人は多い
と思う。

第6章2で国森林環境税との比較を明記。 6章

R6第4回
現状と課題について、国の森林環境税が創
設されて、県の森林環境税がどう変わった
か書くべき。

第6章2で記述。 6章

R6第4回
両税の違いが分かりやすくなるように、記
載や住み分けの説明が必要。

第6章2で記述。 6章

R6第4回
市町村が実施する国の森林環境税の取組も
記載すべきでは。

第6章2で触れる。 6章

R6第4回

これまでの課題のうち、国の森林環境税に
移行するもの、県で実施する項目に重点を
置くものがわかる標記にすること。また、
教育が大事などもっと強調する表現を。

第6章2に加筆。第7章2の小項目で教育を推進。 6章、7章

R6第2回
第３期までの課題の対応状況を論点にあげ
るべきでは？
実績にも盛り込むべき。

第3期実績報告の中で課題として挙げていた項目について、取組状況
を第6章3に記述。

6章

R6第4回
６章でこれまでの課題なのか、より強化す
べき課題なのか分かりやすく整理するべ
き。

第6章3に加筆。 6章

R6第4回
目指すべきシカの生息頭数の記載はある
が、現状の記載がないので書いては？

第6章3に加筆。 6章

R6第4回

動物の保護を最重要と考える県民の目線を
意識した表現となっているか。できるだけ
多くの県民に受け入れられる表現を心がけ
て。

第6章3の 「捕獲」の表現を「生息頭数の適正化」に修正。 6章

R6第4回 二酸化炭素とCO2の記述の統一を。 二酸化炭素に統一。 6章、7章

R6第2回

県全体の林業予算がどれくらいで、その中
で県の森林環境税、国の森林環境税がどの
部分をフォローしているのか、整理して欲
しい。

第3回森林づくり委員会で整理。第7章1に記述。 7章

R6第4回

「収めた税金がちゃんとその地域の雇用に
結びついている」といったお金の循環性が
わかると収める側も気持ちが良い。経済活
動にもつながっていることが見えるよう
に。

第7章1に図を追記。 7章
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発言会 意見趣旨 対応状況 対応章

R6第4回
環境税活用により、県の産出額が向上した
といった試算はできないか。

産出額寄与の算出は困難なため、7章1で森林の公益的機能の発揮等の
表現で対応したい。

７章

R6第4回
テーマを「おおいた元気な森づくり」とし
ては。

「おおいたの森づくり」としたい。 7章

R6第3回
県民が実生活の中で身近に親しみを感じら
れるテーマ・柱が良いのでは。

第7章2のテーマや柱の作成時に留意する。 7章

R6第3回
具体的に「災害」や「防災」といったキー
ワードを入れては。

第7章2の柱の一つであるⅠの説明文にキーワードを入れる。 7章

R6第4回
CO2、脱炭素の記載について強調した方が
良い。大分県は1人当たりのCO2排出量が
ワーストワン。

第7章2の柱の一つであるⅡの小項目の説明に「カーボンニュートラ
ル」のキーワードで強調。

7章

R6第3回

国の森林環境税は結果に直結するものに、
県の森林環境税は多様で少し先の未来を見
据えた使い方をしているので、その辺りを
踏まえたテーマにしては。

第7章2のテーマや柱に「次代」「未来」などを盛り込む。 7章

R6第3回
税の使い道をもっと森林環境教育などに配
分してもいいのではないか。

第7章2の柱の一つであるⅢに「人づくり」としてキーワードを入れ、
教育関係事業を推進する。

7章

R6第3回
「森を感じる、知る、学ぶ」「次世代の森
づくり」といった部分を充実させることが
重要。

第7章2の柱の一つであるⅢの小項目に「学ぶ」や「理解」のキーワー
ドを入れる。

7章

R6第3回
大分県は自然豊かで、美しい自然を生かし
た観光がとても盛んな県。観光産業やボラ
ンティア活動との協力も大切。

第7章2のⅢ（２）に森林ボランティアを明記。 7章

R6第3回
「県環境税を活用した森づくり活動の発
信」といった、もっと多くの方々に知って
もらえる姿勢を示すべきでは。

第7章2の柱の下の小項目（Ⅲ（３））に盛り込む。 7章

R6第4回
人づくりに、「ネットワークづくり」とい
うフレーズを追加しては。

第7章2の柱の一つであるⅢ(3)にキーワードを入れる。 7章

R6第2回
もし県森林環境税をやめたら、私たちは何
を失うのか。委員会の中では明確にしてお
くべきでは。

第3回森林づくり委員会で整理。 －

R6第4回
花粉など県民の意識は高い。ニュースに取
り上げられやすいよう、プレスへの出し方
を工夫したら。

今後プレス時に検討する。 －

R6第4回

税金が循環して、最終的に県全体のために
役立つということが分かりやすくなると良
い。概要版など、県民が手に取りやすいも
のに記載があると良い。

概要版作成時に留意。 －

R6第4回
「保全」は現状を守るイメージにつながる
ので、「創造」や「創生」の方が良いので
は。

条例のなかにある言葉なのでこのまま使用したい。 －

R6第4回
以前は、企業や大学・民間の技術開発も支
援していた。報告書でなくても、今後テー
マ立てをしていく時に考えて欲しい。

事業立案時に検討する。 －



議事４ 大分県県森林環境税の名称について

名称決定時に考慮すべきこと
・税の使途がわかる
・わかりやすい（簡潔、短く）
・国の森林環境税と被らない（「環境」は
使用しない等）
・県の税とわかる（「大分県」「県民税」と
明記する等）

大分県森づくり税 おおいた森づくり税

森づくり県民税 森林保全県民税 等

・国の森林環境税と名称が同じであり、県の森林環境税と混同を避けるため名称変更を検討。
・R6第3、4回森林づくり委員会で議題にあげるが、メリット、デメリットどちらも意見あり。
・R7.3 知事に諮り、「両税をわかりやすくするために名称変更するのは良い」とコメントあり

R7に名称変更することとする

（１）R7第1回森林づくり委員会で意見をもらう
（２）林業関係団体に名称案を照会する
（３）（１）と（２）を参考に名称案を数個選び、その
中から知事が名称を決定する（１１月上旬予定）

※愛称募集ではないため、一般公募・パブコメは
しない。
※現在の名称はH16森林環境税制懇話会で諮
り、県に一任する形となった。

名称変更背景

名称決め方（案） 名称変更方針（案）

新名称例



※鹿児島県：Ｒ２に国の環境税との混同を避けるため「森林環境税」から改名。
※鳥取県：R5に「森林環境保全税」を廃止、新たに「豊かな森づくり協働税」を創設。

（37府県、1市が導入。内12府県（黄色）が「森林環境税」）

岩手県 いわての森林づくり県民税 兵庫県 県民緑税

宮城県 みやぎ環境税 奈良県 奈良県森林環境税

秋田県 秋田県水と緑の森づくり税 和歌山県 紀の国森づくり税

山形県 やまがた緑環境税 鳥取県 豊かな森づくり協働税

福島県 福島県森林環境税 島根県 水と緑の森づくり税

茨城県 森林湖沼環境税 岡山県 おかやま森づくり県民税

栃木県 とちぎの元気な森づくり県民税 広島県 ひろしまの森づくり県民税

群馬県 ぐんま緑の県民税 山口県 やまぐち森林づくり県民税

神奈川県 水源環境保全税 愛媛県 森林環境税

富山県 水と緑の森づくり税 高知県 森林環境税

石川県 いしかわ森林環境税 福岡県 福岡県森林環境税

山梨県 森林及び環境保全に係る県民税 佐賀県 佐賀県森林環境税

長野県 長野県森林づくり県民税 長崎県 ながさき森林環境税

岐阜県 清流の国ぎふ森林・環境税 熊本県 熊本県水とみどりの森づくり税

静岡県 森林（もり）づくり県民税 大分県 大分県森林環境税

愛知県 あいち森と緑づくり税 宮崎県 森林環境税

三重県 みえ森と緑の県民税 鹿児島県 みんなの森づくり県民税

滋賀県 琵琶湖森林づくり県民税 横浜市 横浜みどり税

京都府 豊かな森を育てる府民税

大阪府 森林環境税

団体名 税の名称（通称）団体名 税の名称（通称）

【参考】森林整備にかかる地方公共団体の超過課税の名称


